
１　標準的な評価プロセスにおける工数モデル
　このモデルはベーシックと考えられる評価プロセスとそれに伴う標準的な業務量を想定しているため、実際の評価の実
施にあたって、付加（または縮減）される工程や業務量が生じます。また、各評価機関における料金の算定は、事業所ま

が

（１）特別養護老人ホーム版　　　　　
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■利用者８０名、職員５０名（うち非常勤２０名）と想定　

施 あた 、付加（または縮減）される 程や業務量 ます。また、各評価機関 ける料金 算定は、事業所ま
での移動時間や評価機関全体の運営にかかる経費などが別途加算されることになります。
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契 約

◆調査票、依頼文等の準備、事業者への送
付

４ｈ×１名 ４ｈ

35分×20名１２ｈ◆ヒアリング調査（利用者1名あたり35分で20名

◆ 契約内容の確認、評価内容・手順・スケ
ジュールの確認等
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２ｈ×３名 ６ｈ

日程調整、職員への
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への周知等

自己評価、

職員調査

事前打合せの実施

利用者調査・自己評価

の準備

35分×20名１２ｈ

12分×5件 １ｈ

◆利用者調査の数量的な集計と資料作成 ８ｈ×１名 ８ｈ

◆利用者調査の分析と仮のまとめ、事業者
への送付

４ｈ×１名 ４ｈ

評
価
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◆ヒアリング調査（利用者1名あたり35分で20名

に対して3名の評価者で実施）

　アンケート調査（利用者6名に配付、回収率
80％を想定）

の実施
利用者調査の実施

利用者調査の素集計

利用者調査の分析・

まとめ

12分×50件

１０ｈ

◆利用者調査及び職員調査の結果、自己評
価等の読込み

４ｈ×３名 １２ｈ

◆訪問調査に向けて評価者間の事前打合せ ３ｈ×３名 ９ｈ

実
施

◆自己評価、職員調査の集計
（回収率100％を想定）、事業者への送付

自己評価、職員調査

の集計

調査結果、自己評価等

訪問調査事前打合せ

◆訪問調査（現地視察を含む）の実施 ８ｈ×２名 １６ｈ

◆訪問調査の終了後（できれば当日）の確認 ２ｈ×２名 ４ｈ

◆利用者調査のまとめ、評点、コメント案の
作成

６ｈ×２名 １２ｈ

訪問調査の実施

訪問調査の振り返り

評価者による個別作業

◆評価者の合議による評価結果のまとめ（報
告書の作成）

４ｈ×３名 １２ｈ

◆合議の内容をふまえて報告書（案）を修
正・完成

２ｈ×２名 ４ｈ

◆フィードバックにむけて資料の整理・準備
２ｈ×１名 ２ｈ
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評価者による合議

合議に基づく報告書

の修正

フィードバックの準備

◆事業所での報告書（案）の説明 ２ｈ×２名 ４ｈ

◆報告書の最終確認、推進機構への報告 ４ｈ×１名 ４ｈ

　　　　　　　公表へ ※ 全体を通しての調整業務等 ３ｈ×１名 ３ｈ

計１０２ｈ 計２５ｈ

フィードバックの実施

利用者や職員、

関係者への報告

報告書の最終確

認・報告


